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衛星 による極成層圏雲 PSCs の観測

一SAM 　IIか らILAS −II観測まで 一

＊
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1．はじめに

　極 成層圏雲 （Polar　Stratospheric　Clonds；PSCs）は、

極域下部成層圏における大規模なオゾ ン 破壊現象 にお い

て 重要な役割を果 た して お り ［Solomen．1999］、　 PSCs

の 空間分布 お よ び化学組成 を知 る こ とは、オゾン減少率

を正確 に 評価 し、冬 ・春季極域 におけるオゾン破壊 メカ

ニ ズム の 詳細を知る 上で 非常 に重要 で あ る。これまで 、

衛星、ライダー、OPC （Optical　Pat
’ticle　Cou　lter）など

に よ っ て PSCs が観測され て きたが、中で も衛星 は短

時 間 に 広域 に わ た っ て データが取得できるため、PSCs

の時間 ・空間分布 を 明 らか にす る 上で有効な手段で ある

とい え る 。 本講演では、こ れ まで の 衛星による PSCs 観

測 に つ い て 総括 し、昨年末打ち上げに成功 した ILAS −II

（hmproved　LiTnb　Atnios，　pheric　Spectroineter
−II）で 取得

された最新の PSCs デー
タの 解析結果に つ い て 報告する。

2．これ まで の PSCs 観測

　一世紀以上前か ら目視観測され て きた真珠母雲が 両極

域 で 総観規模で発生す る もの で あ る と い う こ とが SAM

II（Stratospherie　Aerosol　Measurement　II；1978−1994）

に よ る 観測か ら初めて 明 らか に さ れ、PSCs と名付けら

れ て ［McOf 〕7禰 訛 θ亡祕
，
1982］以来、　SAM 　IIは 10年以

上も継続的 に PSCs をモ ニ タリングし、　PSCs の 発生時期

や発生場所 の 長期傾向を明らか に し た ［Peole　and 　P・itts，

1994】。 そ の 後、POAM 　II（Polar　Ozone 　and 　Aerosol

Measure皿 ellt　II；1993−1996）に よる観測 を経て、日本の

ADEos 衛星 に搭載された ILAs が 1996197年冬・春季北

極、1997 年冬季南極の PSCs データを取得し ［Hayashidα

et　 al．
，
2（〕00］、こ の 冬 の 北極オゾ ン 減少 メカニ ズ ム解明

に 貢 献 した。そ の 後、POAM 　III（1998〜）の観測が始 ま

り、 昨年末に 打ち上 げに成功した ILAS−IIと と もに 、現

在、2003年冬 ・春季の南極 PSCs デ
ー

タを取得 し つ つ

あ る。

　衛星データを用 い た PSCs の 化学組成 に 関す る 研究

も行われ て お り、AVHRR （Advanced　Very　High　Res−

olutioll　Radiollleter）によ る ice粒子 の 検 出 ［Hercrig　 et

al．，2001］や、　MLS （Microwave　Limb　Sounder）の 硝酸

デ
ー

タ、ILAS の 消散係数、硝酸、水蒸気デ
ータ を用 い た

PSCs 組成分類な ど が行われ て い る ［Sα f↓tee　et 　 al．，1998；

Saitoh　et　al．
12002 ］．

3．ILAS −IIで 観測 さ れた 2003 年南極 PSCs

　ILAS の 後継機と して 開発された ILAS −IIは ADEOS −

II衛星 に 搭載 さ れ 2002 年 12月 14 日に打ち上げられた。

2003 年 4 月 2 日よ り連続観測を実施 して い る 。 ILAS −II

と POAM 　IIIは観測原理 、観測緯度帯 とも ほ ぼ同 じで

あ り、PSCs データの 相 互 比較な どが可能 で あ る。大気

が安定 し て い る 時期 の ILAS −IIの versiou 　1．0（初期リ ト

リーバ ル）と POAM 　IIIの 0、78μm エ ア ロ ゾル消散係数

デ
ー

タは、両極域とも 20％程度内で 一致 して お り （高度

20kln 付近）、良好なデータが取得 さ れて い る とい える 。

　乢 AS −IIで は 6 月初 旬 か ら PSCs が観測され始め、6

月後半、7月 に は頻繁に観測されて い る 。 図 1はそれぞ

れ 6 月 20 日、7月 10 日に観測 された ILAS−II消散係数

プロ フ ァイ ル （実線）と対応す る UKMO 気温 プ ロ フ ァ イ

ル （破線）で あ る。両者 と も高度 20km 付近で PSCs と思

わ れ る 消散係数 の 極 め て 大きい 層が見 られ る 。 ILAS−II

観測地点での気温 は 7月に な る と 185K 付近かそれ以下

ま で 下 が っ て お り、氷粒子 （Type　II　PSCs）の 形成 が 示

唆 される。　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 l

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Tempera 加 re ｛K）
　 　 　 　 　 　 180　　　190　　　200 　　　210 　　　220

（
隻》
 

ヌ
董
く

　 　 　 　 Temperata」re 〔K ）
180 　　　190　　　200　　　210 　　　220

倉
乂）
咢
ヨ
三
く

図 1 ；（1：）6 月 20 日、南緯 65．3 度 z 西 経 76，8 度 に おけ る ILAS−II

消散係 数 プ ロ フ ァ イ ル （実線）と UKMO 気温 ブ ロ フ ァ イ ル （破線）、

（下）7 月 10 日、南緯 66．6 度・東 経 25・5 度
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